
可視化が拓く科学の世界 
（ふしぎな現象を見てみよう） 

平成25年3月9日（土） 14:00-16:30 

名古屋大学 ＥＳ総合館 ＥＳホール 
 （地下鉄名城線「名古屋大学駅」3番出口すぐ） 

後援：文部科学省     協力：名古屋大学工学研究科 機械理工学専攻 

  参加費  無料（定員 190名，申込先着順） 
  参加申込 「可視化情報学会 文化フォーラム・名古屋 参加希望」として， 
 電子メール kashika@mech.nagoya-u.ac.jp または FAX 052-789-3124  にて， 

 参加者全員の 氏名（年齢），連絡先（電子メールアドレスまたはFAX番号） 
 をご記入の上，お申し込み下さい． 
 電子メールまたはFAXにてお送りする参加券を印刷の上，当日ご持参下さい． 
 （申込なしに当日直接ご来場された場合，入場をお断りすることもございます） 
 

  企画：新美智秀，酒井康彦，長田孝二，山口浩樹，松田佑（名古屋大学） 

超はっ水を 

科学する 

つばさの 

圧力を見る 

総合司会：新美智秀（名古屋大学工学研究科 教授） 
開会挨拶：中山泰喜（未来技術研究所所長） 

① 齋藤永宏 
名古屋大学ＧＭ連携研究センター 教授 

「超はっ水」のふしぎ 
はすの葉のように水玉コロコロ  

② 川瀬晃道 
名古屋大学エコトピア科学研究所 教授 

新しい光「テラヘルツ」のふしぎ 
見えないものが見える？  

③ 江上泰広 
愛知工業大学工学部 准教授 

飛行機のふしぎ 
つばさの圧力を見てみよう 

④ 水野幸治 
名古屋大学工学研究科 教授 

ぶつかっても安全な車のふしぎ 
衝突の瞬間を見てみよう 

封筒の中の 

薬物を 

テラヘルツ波で 

透視する 

衝突の瞬間 

を見る 

一般社団法人 可視化情報学会主催 文化フォーラム・名古屋  


